
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、インフルエンザの流行に併せて、新型コロナ

ウイルス感染症も微増している状況です。年末年始で

人の移動が多くなりますので、今後の感染状況に注意

していく必要があります。 

３年生の中には、これから進路の試験を受ける生徒

がたくさんいます。また、１、２年生でも部活動の大

会などがこれからある生徒もいます。 

皆さん一人一人が気持ちを引き締めて、冬休み中も

感染症対策を引き続き行ってください。そして、生活

リズムが崩れないよう気を付けてください。 
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〇救急時の対応について 

 生活の中で、誰かの生命にかかわるような事に遭遇した時に、自分だったら何ができるだろうかと考えたこと

はありますか？今年度も学園祭体育の部に備えて、前期保健委員会では日本赤十字社松江支部の方をお招きして

救急蘇生法と AED の使用方法や担架での搬送方法を学びました（下記写真参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の先生から、高校生だからできませんではなく、誰かの命を救うために自分ができることは何かを考え、

大きな声を出して応援を呼ぶことや、AED を取りに行く、救急車を呼ぶということも重要な人命救助なので、

怖がらずに勇気を出して積極的に行ってほしいと話がありました。 

皆さんが住んでいる地域や、普段の出かけ先のあらゆる場所に AED が設置されています。突然のことの備え

として、地域のどこに AED が設置されているかを知っておくことは何より重要なことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～保健委員の感想より～ 

・自分だけでは力が足りなかったり、長時間の心臓マッサージは安定感がな

くなったりすることが分かったので、人を呼んで、協力することが大切だと

思いました。いざという時に、即座に対応できるようにしたいです。 

・今回は、迷いもなく心臓マッサージや AED の使用ができたけど、実際

は、人の命に関わることなので、怖くなり、迷いが出てくると思いました。

声掛けや救急車への連絡、AED を持ってくることはできるので、頑張ろう

と思いました。 


